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第88回関西学生サッカーリーグ
2010年6月19日(土)・20日(日) 第11節

■６月１９日(土) ＠大阪長居スタジアム 《第１試合》１１：３０ KICK OFF 立命館大学－阪南大学

前節、関学大と引き分けた立命大。「前節は守備が取りきれなかった。攻撃の強い阪南には、しっかりポゼッションしたい」

と前節キャプテンマークを巻いたＧＫ金山準樹は冷静に語った。対するのは前節、初の敗戦を喫した阪南大。「まずは切り替

える。そしてメンバーが変わっても、コミュニケーションをしっかり取る事」と井手口正昭主将は基本に立ち返る姿勢を重視

する。

《第２試合》１４：００ KICK OFF 関西学院大学－関西大学

伝統校の対戦となる関関戦。関学大のＭＦ⑧阿部浩之は「まずは楽しみたい。そして点を獲る」と強い意気込みで関関戦に

挑む。「チームカラーは守ったり、相手に合わせたりするものではない。攻撃が自分たちらしさ」と、関学大にも攻め勝つ気

概を見せる関西大・田中雄大。今年の関関戦の勝敗は如何に。

■６月１９日(土)＠高槻市立萩谷総合公園サッカー場 《第１試合》１１：３０ KICK OFF 関西国際大学－甲南大学

関国大の草木克洋監督は「まだまだ戦う姿勢に温度差がある」と厳しい表情。それでも最後は勝って終わりたい。甲南大の

ＭＦ⑩立川雄大主将は「関国大は良いチーム。相手の良いところを消したい」と意気込む。

《第２試合》１４：００ KICK OFF 大阪産業大学－近畿大学

大産大の櫛引実監督は「それなりのスタイルはできている。相手とはそれほど差は無いと思う」と自信を見せる。抜群の安

定感を見せる近畿大のＤＦ⑤松原優吉は「下位チームが相手だけど、気を抜かずに集中したい」と気を引き締める。

■６月２０日(日) ＠堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセンターメインフィールド

《第１試合》１１：３０ KICK OFF 桃山学院大学－びわこ成蹊スポーツ大学

勝ち負けが交互し、なかなか成績が安定しないチームに岡田翔太郎主将は、「パスをつないでしっかり崩してゆきたい。前

期はやはり勝ちで終わりたい」と攻め勝つ姿勢。阪南大の９連勝をストップさせた桃山大と対峙するびわこ大。ＤＦ⑤佐藤友

哉主将は「難しい試合になるかもしれないが、まず１対１の場面を修正して挑みたい」と話す。前期最終戦、勝利を手にした

い。

《第２試合》１４：００ KICK OFF 大阪学院大学－同志社大学

藤原義三監督は「まずは守備から。故障者の復帰もあるだろうし、良い守備から攻撃に移りたい」と守り重視を強調する。

一方、関西選手権から好調を維持する同大のＦＷ⑯辻智人は「今まで通りやるだけ。最後だから勝ちたい」と意欲を見せる。



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年6月12日(土)13日(日) 第10節 ＧＡＭＥ ＲＥＳＵＬＴ

阪南大学ＶＳ桃山学院大学

関西大学ＶＳ大阪学院大学

阪南大 ２－４ 桃山大

■6月12日(土)11:00 KICK OFF ＠大阪長居スタジアム

◇出場選手

阪南大 桃山大
1 土師 一将 21 圍 謙太朗

5 岩本 知幸 2 中嶋 亮

20 永井 鷹也 28 朴 斗翼(→ 3 田中 尚)

33 中田 大輔 4 宮内 豪

26 二見 宏志 5 古川 将大

6 井手口 正昭 38 道上 隼人

30 可児 壮隆 15 面家 康生

14 井上 翔太(→16 阿部 勇治) 6 岡田 翔太郎

24 大庭 裕平(→13 細野 元伸) 10 小倉 慎太郎(→16 加藤 潤)

12 谷本 泰基(→ 8 長瀬 圭佑) 7 宮澤 龍二

10 棚橋 雄介 11 齋藤 達也(→18 須ノ又 諭)

◆得点(アシスト)◆

桃山大 12分 11 齋藤 達也( 7 宮澤 龍二)

阪南大 23分 20 永井 鷹也(14 井上 翔太)

阪南大 36分 10 棚橋 雄介

桃山大 43分 10 小倉 慎太郎( 7 宮澤 龍二)

桃山大 84分 11 齋藤 達也(38 道上 隼人)

桃山大 88分 16 加藤 潤( 6 岡田 翔太郎)

関西大 ３－２ 大院大

■6月12日(土)13:30 KICK OFF ＠大阪長居スタジアム

◇出場選手

関西大 大院大
16 金谷 和幸 41 桑田 祐也

2 田中 雄大 20 日高 大地

28 藤原 賢土 4 嶋尾 巨人

15 寺岡 真弘 113 長友 啓悟

3 櫻内 渚 14 小湊 貴裕

7 岡崎 建哉 63 柿木 亮介

8 藤原 典隆 102 大藪 晋平(→ 9 小野 真国)

6 田中 裕人 8 平岡 大毅(→80 東 洸太郎)

19 中島 龍基(→32 中野 晃) 5 尾泉 大樹

27 板倉 大地(→18 安藤 大介) 90 川添 賢太(→ 6 高橋 周也)

17 金園 英学 48 大槻 周平

◆得点(アシスト)◆

関西大 27分 19 中島 龍基( 7 岡崎 建哉)

大院大 30分 5 尾泉 大樹

関西大 42分 17 金園 英学( 2 田中 雄大)

関西大 61分 28 藤原 賢土( 2 田中 雄大)

大院大 77分 5 尾泉 大樹( 8 平岡 大毅)

阪南大の１０連勝を阻止したのは、桃山大だった。

阪南大のこの試合のスタメンは、「ケガ人が多く、経

験の浅い選手たちも抜擢した」と須佐徹太郎監督が試合

前に語ったように、これまでとはかなり違う顔触れであ

り、システムであった。対する桃山大の松本直也監督は

「阪南大の連勝を止めるには、ショートカウンター」と

対策を練っていたが、それが見事にはまる展開になる。

先制点は桃山大。１２分、パス１本で抜け出したスピー

ドスターのＦＷ⑪齋藤達也があっさりと決める。それで

も阪南大は、持ち前の攻撃力で対抗。２３分にはＣＫか

らＤＦ⑳永井鷹也がヘッドで押し込むと、３６分にはＦ

Ｗ⑩棚橋雄介がコントロールしたシュートをゴール隅に

決めて逆転する。しかし、カウンターの冴える桃山大は、

４３分にＭＦ⑩小倉慎太郎がこれもパス１本で抜け出し

ゲット。同点で前半を終える。

後半は互いに攻めあぐむ流れになったが、ここでも桃

山大のスピードが活きる。８４分にＭＦ38道上隼人がサ

イドを突破すると、中で待ち構えていた齋藤が再逆転ゴー

ル。試合終了間際にも、ゴール前でのシンプルなパス交

換からＦＷ⑯加藤潤が流し込み、決着を付けた。

＜文：サッカーライター ハヤシ ヒロヒサ＞

なかなか守備の安定しない両者の対決は、やはり

点の取り合いになった。チーム事情により、この試

合もＤＦラインを変更する事になった大院大を、関

西大が攻め立てる。２７分には、エリア深くまで入

り込んだＭＦ⑦岡崎建哉のクロスをＭＦ⑲中島龍基

がボレーで合わせて先制。３０分に、大院大もＤＦ

⑤尾泉大樹がＰＫを決めて一度は振り出しに戻す。

しかしその後も試合は関西大が支配。シュート数こ

そ多くはなかったが、決定機を連発。流れの中で取

れなかったものの、セットプレーで突き放す。４２

分に、ＤＦ②田中雄大のＣＫに、完全にフリーな状

態でＦＷ⑰金園英学が合わせる。後半に入って６１

分にも田中のＦＫに、ＤＦ28藤原賢土がフリーでヘッ

ドを流し込んだ。試合後、田中雄大は「セットプレー

の練習を、それほど細かくやったわけじゃなかった」

と述べており、大院大のマークの甘さがあったと見

るべきだろう。ただ、関西大とて、守備に脆さが出

る状態は変わらず。大院大が、攻勢に転じてからは、

あわやというシーンを連続で作られ、７７分には、

オーバーラップした尾泉にフリーで強烈な一発を浴

びた。結果的に、３－２で、関西大が何とかかわし

たという表現が最適だろう。

＜文：サッカーライター ハヤシ ヒロヒサ＞



第88回関西学生サッカーリーグ
ＧＡＭＥ ＲＥＳＵＬＴ 2010年6月12日(土)13日(日) 第10節

関西学院大学VS立命館大学

びわこ成蹊スポーツ大学VS関西国際大学

びわこ大 ２－１ 関国大

■6月12日(土)11:30 KICK OFF ＠三木総合防災公園陸上競技場

◇出場選手

びわこ大 関国大
1 林 将志 31 市原 拓巳

30 松田 陸 18 本田 拓也(→ 2 岩井 将太)

3 端山 亮平 17 西田 翼

5 佐藤 友哉 5 向 意樹

44 山本 泰平 3 小西 和樹

11 浅津 知大 30 表 隆太郎

8 安本 真哉(→33 竹内 一貴) 14 蔵田 岬平(→35 友利 貴一)

6 岡野 雅俊 10 原口 大佑

19 藤本 義人(→ 4 下 祐太朗) 11 呉島 竜希

23 湯田 逸友 7 野村 惇貴

9 土井 俊典(→43 花房 僚) 19 比嘉 孝広(→ 9 中川 宏太郎)

◆得点(アシスト)◆

関国大 63分 11 呉島 竜希( 7 野村 惇貴)

びわこ大 69分 19 藤本 義人(33 竹内 一貴)

びわこ大 75分 23 湯田 逸友( 6 岡野 雅俊)

関学大 ２－２ 立命大

■6月12日(土)14:00 KICK OFF ＠三木総合防災公園陸上競技場

◇出場選手

関学大 立命大
22 横江 諒 1 金山 隼樹

3 津田 真吾 32 垣根 拓也

13 高橋 宏次郎 2 渡部 寛

27 井林 章 4 藤原 広太朗

15 高松 功一 6 篠原 翔

5 桑野 裕士 7 加藤 恒平

25 沓掛 勇太(→20 熊木 翼) 14 村上 巧

7 梶川 諒太 13 藤田 浩平

8 阿部 浩之 26 淵本 翔太

9 村井 匠 11 坂本 一輝(→34 広住 祐也)

14 松本 圭介(→19 山内 一樹) 18 伊藤 了(→17 雨森 理亮)

◆得点(アシスト)◆

関学大 5分 8 阿部 浩之

立命大 12分 11 坂本 一輝(13 藤田 浩平)

立命大 25分 11 坂本 一輝( 6 篠原 翔)

関学大 61分 8 阿部 浩之( 3 津田 真吾)

リーグ再開となった試合で、久しぶりにチーム観客動

員が行われた。三木防災は、関国大から車で５分の会場。

唯一ホームともいうべき場所なのだ。試合前には地元ラ

ジオに出演。地元の子どもたちを招き、三木市を挙げて

の応援に約５００人の観客が集まった。

意地がぶつかりあう試合。大観衆の前で勝利を収めた

い関国大。しかし前半は、両者ともに気持ちの高ぶりか

らか決定機を生み出せない。勝負の後半、先制点は関国

大だった。ＭＦ⑦野村惇貴のパスを受けたＦＷ⑪呉島竜

希が右サイドを突破し、そのままマークを振り切り中へ

切り込むとシュート。先制ゴールに会場は沸く。だが、

びわこ大の固まりつつある攻撃陣が、底力を見せた。今

年からトップチームに召集されたＭＦ⑲藤本義人がＭＦ

33竹内一貴のクロスに合わせ、成長の証となる同点弾。

さらに「タッチミスで詰まったけれど、狙い済ました」

というＦＷ23湯田逸友がゴールを横切る華麗なドリブル

で逆転ゴールを決める。その後もリードを守りきったび

わこ大が勝ち点３を得た。主将のＤＦ⑤佐藤友哉はアウェ

イな雰囲気にも「試合が盛り上がって良かった」と、逆

転勝利を喜んだ。関国大は大観衆の前に勝利を見せるこ

とは出来なかった。

＜文：フリーライター 久住 真穂＞

昨年、最終節に優勝争いを演じた関学大・立命大が激

突。両エースによる激しい乱打戦は、痛み分けとなった。

まず決めたのは、総理大臣杯出場を決めた関学大。国

際経験を積んだ関学大のエース・ＭＦ⑧阿部浩之が、

「風もあったし、“打てる”と思った。これが自分の持

ち味」というミドルレンジからのシュートはゴールネッ

トに吸い込まれた。だが、立命大のエース⑪坂本一輝も

黙ってはいなかった。１２分、右サイドからのボールに

合わせ１点目。２５分には篠原翔のクロスに頭で決め、

立て続けに２ゴール。あっという間に逆転してしまった。

そこへ待ったをかけたのが、またしても阿部。後半、関

学大は好調のＦＷ⑲山内一樹を投入すると、その山内が

阿部に渡したパスをゴール前で切り返し余裕のゴール。

阿部の活躍で関学大が追いついた。その後は、終始関学

大ペース。ＤＦ27井林章が怪我から戦列復帰したことに

より、ＤＦ③津田真吾、ＤＦ⑮高松功一といった守備陣

が安心して攻撃参加。一方、立命大は教育実習でＤＦ⑤

前野貴徳・出場停止でＭＦ⑩内藤洋平とチームの中心を

欠き、追加点を挙げるには厳しい。それでもリーグ最小

失点の堅い守備陣が関学大の猛攻を何とか凌ぎ、互いに

勝ち点１を分け合った。

＜文：フリーライター 久住 真穂＞



第88回関西学生サッカーリーグ
2010年6月12日(土)13日(日) 第10節 ＧＡＭＥ ＲＥＳＵＬＴ

近畿大学VS甲南大学

同志社大学VS大阪産業大学

近畿大 ７－０ 甲南大

■6月13日(日) 11:30 KICK OFF

＠堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセンターメインフィールド

◇出場選手

近畿大 甲南大
1 大西 勝俉 1 織田 秀勝

4 福田 俊太 37 下田 尚平

5 松原 優吉 4 綾川 友崇

3 桂田 光 22 下野 賢司

16 小田原 匡 5 原田 健太

10 枝本 雄一郎 9 田中 大滋(→46 別所 紘太)

13 藤本 憲明 10 立川 雄大

17 大北 啓介(→42 吉田 彬哉) 18 佐藤 正啓

33 水谷 尚貴 30 原田 直信

7 宮本 宗弥 27 上月 拓也(→61 菅 浩雅)

11 皿谷 圭史郎 34 辻本 裕也(→ 7 原 宏樹)

◆得点(アシスト)◆
近畿大 24分 10 枝本 雄一郎(13 藤本 憲明)
近畿大 35分 7 宮本 宗弥(10 枝本 雄一郎)
近畿大 36分 7 宮本 宗弥(11 皿谷 圭史郎)
近畿大 47分 13 藤本 憲明
近畿大 54分 7 宮本 宗弥(11 皿谷 圭史郎)
近畿大 67分 13 藤本 憲明(10 枝本 雄一郎)
近畿大 85分 10 枝本 雄一郎

同 大 ２－０ 大産大
■6月13日(日) 14:00 KICK OFF

＠堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセンターメインフィールド

◇出場選手

同 大 大産大
1 堀之内 義博 1 朴 寛明

2 林 佳祐 27 蘆田 貴大

3 安川 有 5 佐道 哲也

4 川野 晃生 2 渡辺 弘城

20 三浦 修 22 小川 翼

8 荒堀 謙次 4 浦川 祐基(→15 藤井 大貴)

6 早坂 賢太 6 清水 良平

17 杉山 和毅(→29 矢野 亮) 10 橘 章斗

7 東矢 尚仁(→25 中尾 和希) 7 宮本 健二

11 市川 俊治朗(→ 9 角島 康介) 11 西原 周平(→12 川西 誠)

16 辻 智人 9 鍔田 有馬(→30 満生 充)

◆得点(アシスト)◆

同 大 81分 16 辻 智人( 7 東矢 尚仁)

同 大 90＋2分 8 荒堀 謙次( 9 角島 康介)

関西選手権、３位決定戦で敗れた近畿大がそのうっ

憤を晴らすゴールラッシュを見せた。

序盤、近畿大は甲南大にペースを握られた。だが、

ピンチをしのぎ、流れは近畿大へ。２４分にＭＦ⑬

藤本憲明の浮き球パスに反応したＭＦ⑩枝本雄一郎

が先制ゴール。３５分、３６分にＦＷ⑦宮本宗弥が

追加点を挙げて前半で勝負を決めた。後半も攻撃の

手を緩めず、終わってみれば７得点で甲南大を圧倒

した。しかし、その中で逆に際立ったのは守備力の

高さ。押されていた立ち上がりもさることながら、

大量リードを奪った後でもＤＦ⑤松原優吉を中心と

した守備陣が集中力を切らすことはなかった。松原

は「関西選手権は毎試合失点していたので、切り替

えることができた」と手ごたえを口にした。

甲南大は１６本ものシュートを放ったが、得点で

きず、失点を重ねた。ＭＦ⑩立川雄大主将も「前半

のうちに決められてたら」と悔やんだ。リーグ戦、

関西選手権で勝利を収めた２試合はすべて先制点を

取っていた。「先制点を取れば乗れるけど、逆に取

られたら下がってしまう」と立川主将もその重要性

を感じてはいたが、結果にはつながらなかった。

＜文：ＵＮＮ関西学生報道連盟 阪西 直登＞

関 西 選 手 権 優 勝 を 果 た し た 同 大 が 苦 し み な が

ら も そ の 実 力 を 見 せ つ け た 。

同 大 は 序 盤 、 攻 め あ ぐ ね た 。 「 流 れ が 悪 か っ

た 」 と Ｆ Ｗ ⑯ 辻 智 人 が 、 「 （ 優 勝 で ） ホ ッ と し

た と こ ろ が あ っ た の か な 」 と 敵 将 の 大 産 大 ・ 櫛

引 実 監 督 が 指 摘 し た よ う に 、 な か な か リ ズ ム に

乗 れ な い 。 し か し 、 後 半 に 入 る と 徐 々 に 攻 撃 が

活 性 。 Ｍ Ｆ ⑧ 荒 堀 謙 次 が 積 極 的 に ゴ ー ル を 狙 え

ば 、 交 代 出 場 の Ｆ Ｗ が ⑨ 角 島 康 介 が チ ャ ン ス メ

イ ク 。 実 を 結 ん だ の は ８ １ 分 。 辻 が 大 産 大 ゴ ー

ル を こ じ 開 け る と 、 後 半 ロ ス タ イ ム に は カ ウ ン

タ ー か ら 角 島 の ア シ ス ト で 荒 堀 が 追 加 点 。 大 産

大 を 突 き 放 し た 。 関 西 選 手 権 王 者 の 意 地 、 勝 負

強 さ を 見 せ つ け た 同 大 が 快 勝 を 収 め た 。

大 産 大 は ペ ー ス を 握 っ た 前 半 に た た み か け る

こ と が で き ず 、 屈 し た 。 「 悪 い 時 に 、 遠 目 か ら

シ ュ ー ト を 打 っ た り 、 流 れ を 変 え る よ う に し な

い と 、 結 果 に 出 て し ま う 」 と 櫛 引 監 督 。 後 半 、

同 大 の 積 極 的 な 攻 撃 で ペ ー ス を 失 い 、 大 産 大 は

取 り 返 す こ と が で き な か っ た 。 Ｆ Ｗ 30満 生 充 ら

攻 撃 的 な 選 手 を 次 々 に 投 入 し 、 打 開 を 図 っ た が、

実 を 結 ば ず 。 ３ 連 勝 は な ら な か っ た 。

＜文：ＵＮＮ関西学生報道連盟 阪西 直登＞



関西学生サッカーの聖地作り・・・それがわたしたちの夢。



2010年度 第34回 総理大臣杯
全日本大学トーナメント

夏の王者に向け７月４日より開幕！関西代表３校決まる

同志社大学(２年連続１３回目)

大阪体育大学(２年ぶり１６回目)

関西学院大学(８年ぶり１０回目)

総理大臣杯に向けての意気込み

望月慎之監督

「まずは１回戦突破。高い目標はベスト４入り

ですね」

荒堀謙次選手

「去年１回戦で負けているので、チャレンジャー

として浮かれない気持ちでしっかり戦いたい」

総理大臣杯に向けての意気込み

坂本康博総監督

「１試合、１試合気持ちをぶつけるだけ。発展途

上のチームなので（いろいろ）経験させて、痛い

目にあって、という繰り返しだと思う。なんとか

勝たせてやりたいがそんなに甘くはない」

総理大臣杯に向けての意気込み

成山一郎監督

「関西の代表で出させてもらえるので頑張りたい。インカレで

負けて関東のチームとぜひやりたい」

高橋宏次郎選手

「大学に入って全国大会は初めてで楽しみです。去年チームは

インカレで駒沢に負けているので倒したい。（高校後輩の松岡

のいる）明治ともやりたいですね」

井林章選手

「去年のインカレはケガで出られなかったので、全国大会でやっ

て、自分の課題をもっとみつけたい」



２０１０年度

第３４回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント

７月、ここ関西で熱く開催

◆出場校◆

北海道代表：札幌大学（２年連続２２回目）

東北代表：仙台大学（３年ぶり２６回目）

北信越代表：新潟経営大学（２年ぶり４回目）

関東第１代表：明治大学（６年ぶり９回目）

関東第２代表：駒澤大学（２年連続１３回目）

関東第３代表：慶應義塾大学（１２年ぶり７回目）

関東第４代表：国士舘大学（３年連続１８回目）

関東第５代表：流通経済大学（２年ぶり７回目）

東海代表：中京大学（２年ぶり１９回目）

関西第１代表：同志社大学（２年連続１３回目）

関西第２代表：大阪体育大学（２年ぶり１６回目）

関西第３代表：関西学院大学（８年ぶり１０回目）

中国代表：環太平洋大学（初出場）

四国代表：高知大学(１０年連続２０回目)

九州第１代表：福岡大学（２年連続２７回目）

九州第２代表：鹿屋体育大学（５年ぶり８回目）

全国から強豪が集結！

１６チーム代表による熱き戦い！！

夏の大学サッカー日本一決定戦、総理大臣杯！！

代表チームへ・・・

チームメイトから、そして、地区でともに戦った仲間から、

“エール”が集まります

ぜひ会場でその想いを共有してください ！(^-^)！



関西学生サッカーファンクラブ

会場企画！！
★試合の勝敗を予想してプレゼントをゲットしよう！

勝敗予想用紙はゲートに準備しています！！
★大好きな選手にメッセージを書いてサイン入り公式試合球を
ゲットしよう！！

メッセージ用紙はゲート付近に準備しています！！

★チケットの半券を7枚集めてグッズをゲットしよう！

大会プログラム好評発売中！！
～選手情報が満載 1冊1,000円～

1部リーグは有料開催
～前売券はゲートにて絶賛発売中～

～大人800円 中高生300円～

特典１：関西学連主催・主管大会の入場無料。

特典２：関西学連主催・主管大会のプログラム・チケットの送付。

特典３：ファンクラブニュース、年１０回程度発行。
会 費：年会費４０００円
【お申し込み】

下記の宛先に顔写真（２×３㎝）２枚と年会費、氏名・住所・年齢・電話番号・
生年月日・職業・応援している大学・選手をご記入の用紙を同封し、現金書留
にてお申し込み下さい。
〒550-0014 大阪市西区北堀江１－６－４ アビテ四ツ橋２０３

「関西学生サッカーファンクラブ入会申し込み」係
●お問い合わせ●関西学生サッカー連盟 Tel 06-6531-2030まで

関西西学生サッカー情報が満載 ！

試合結果どガンガンチェックできます！！

http://www.jufa-kansai.jp/

携帯サイトもチェック！！

http://www.jufa-kansai.jp/kei/top.html

会員募集中！

～ ご 来 場 の 皆 様 へ ～
試 合 の メ ン バ ー 表 は 原 則 と し て 関 係 者 の み へ 配 布 し て い ま す 。

ご 来 場 の 方 々 全 員 へ の 配 布 は 出 来 ま せ ん 。

メンバー表はゲート付近にも掲示しており、また、試合前やハーフタイムにも放送しております。

お手持ちのプログラム等をご活用頂き、予めご了承くださいますようお願いいたします。

◆プレビューコメント取材◆
サッカーライター ハヤシ ヒロヒサ

（関西大・阪南大・大院大・桃山大）

フリーライター 久住 真穂

（関学大・立命大・びわこ大・関国大）

ＵＮＮ関西学生報道連盟 阪西 直登

（同大・近畿大・大産大・甲南大）

いよいよ前期最終節
笑顔で折り返すのは！？

～全６試合必見！！～

【第８８回 関西学生サッカーリーグ】

後期リーグ開催予定

第１節 ９月２５日（土）・２６日（日）

第２節 １０月２日（土）・３日（日）

第３節 １０月９日（土）・１０日（日）

第４節 １０月１７日（日）

第５節 １０月２３日（土）・２４日（日）

第６節 １０月３０日（土）

第７節 １１月３日（水・祝）

第８節 １１月７日（日）

第９節 １１月１３日（土）・１４日（日）

第10節 １１月２０日（土）・２１日（日）

第11節 １１月２７日（土）・２８日（日）

２０１０年度表彰式典“アウォーズ”は…

１２月１２日（日）に開催！！

○最後まで熱く戦った選手達が集まります！




